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論 文 内 容 要 旨

第1章 序論

天然 には ビタミンE(以 下Eと 略す)作 用のあるものは8種 類存在する。な

かでも生体内で最も生物学的効果 を持っものはα一トコフェロール(以 下Tocと

略す》とされてお り、生体内動態がかな り明 らかにされている。 しか し、 α一

Toc以 外の同族体にっいての研究は少ない。Toc同 族体の生理活性比 にっいて報

告されているが、その数値は一定ではない。溶血テス トにより、Toc同 族体の

生理活性.比を再検討 した結果、 α一Tocの活性比 を100と すると、β。Tocは24、

γ一Tocは5、 δ一τocは0.1と な り、活性比に差が明 らかに生 じることを再確認

した。差が生 じる理由 としで、吸収率の差、臓器からの消失速度の差、臓器保

持能力の差等が従来から示唆され ている。また、Traberは 体内にα一Tocが優先

的に保有されるのは、肝臓でα一Tocとγ一τocが識別され、胆汁中にγ一Tocが排

泄されることを報告 しており、加藤 らも同様の結果を認めている。その後、非・

α一Tocの研究は少ない。

本研究は、Toc同 族体の吸収、体内輸送 ・分布 および代謝を明 らかにするこ

とを目的 とした。まず、Toc同 族体の吸収率の違いをラッ トを用いて、バラン

ス法 と胸管 リンパ力ニュレーシヨン法で試験法の違いを比較検討 した。さらに、

生理活性比の差 は非一α一τocの臓器の保持能力が低いことが原因であるという

報告もあることか ら、吸収後のτoc同族体の生体内動態 について調べるため、

4Toc同 族体をラ ッ ト頸静脈 に注射 し、Toc同 族体の動態 を検討 した。さらに、

ラベル化 したδ一Tocを用 いて、 δ一Tocの体内挙動および同族体間で トランスメ

チル化が行われ るか否かを検討 した。

第II章 τoc同族体の吸収

第1節 バランス法および胸管 リンパ力ニュレーション法

によるToc同 族体の吸収試験

従来の研究では、τoc同族体 では腸管からの吸収に差があるという報告 と、

差がないという報告があり見解 は一致 していない。本章ではToc同 族体の吸収

・体内輸送 ・分布および代謝 を明 らかにするため、腸管からの吸収 についての

検討を行 った。吸収の研究に際 しては、一つの方法だけでは確実な結果 を得る

ことは困難 な場合が多い。そのため、バランス法 と胸管 リンパ力ニュ レーショ

ン法で吸収を比較検討 した。

ラッ トを離乳直後か らE欠 乏飼料で8週 間飼育 してE欠 乏ラッ ト(基 本的
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に以下の章で実験動物 と してE欠 乏ラッ トを用いた。)に α一、β一、γ一、δ一

の4Toc同 族体等量混合物を体重1kg当 た り8.5函gつつを経口投与 した。経時的

に糞を採取 し、糞中 に欝泄 される未吸収のToc同 族体 を測定 し、みかけの吸収

率の推定を試みた。 つ

Toc同 族体の分析は液体ク0マ トグラフイーで測定 した。

糞中 に未吸収のτocとして携泄される薗族体含量は、4Toc同 族体間で差が見

られなかった。このことか ら腸管か らの吸堰率には差はないものと推測された。

バランス法で得られた結果を再確認するために、E欠 乏ラッ トにBollmanの

改良法 に従 って胸管 リンパカニュ レーション手術 を施 し、α一、β幽、γ葡、δ一

の4Toc同 族体等量混合物を体重1kg当 たり1伽9(低 レベル投与)ま たは100㎎

(高 レベル投与)を 経ロ的に投与 し、体外に排泄される リンパ液を経時的に採

取 し、吸収実験を試みた。

4Toc同 族体等量混合物を経口投与後 、リンパ液中に検出されるτoc同族体の

含量は、投与 レベルの高低にかかわらずToc同 族体間では統計的には有意差は

なく、従来報告されているα一τocが一番高 いという報告 と一致 しなかった(表

1)。Toc同 族体間では吸収率 には差は認め られなかったことから吸収後の生

体内輸送にToc同 族体間 に違 いがあることが推定された。

第Ill章 丁OC同族体の生体内分布 ・輸送の経時的変化

第1節 τOC同族体静脈注射後のラッ ト体内でのτOC同族体含量の経時的変化

Toc同 族体間では吸収率には差がな く、吸収後の生体内輸送 に違 いがあるこ

とが推定 されたことか ら、吸収後 のToc同 族体の生体内挙動 について調べるた

めE欠 乏ラッ トに、稲田らの方法に準 じ4Toc同 族体等量混合物を調製 し、体

重1kg当 たり100mgを 頸静脈に注射 し、投与後の生体内でのToc同 族体の挙動を

経時的に調べた。 ラッ ト血清中のToc同 族体含量は、静注後3時 間以降では、

α一〉β一〉γ一〉δ一Tocと生理活性の順 となった。赤血球中のToc同 族体含量の

経時的変化 は静注後24時 間目までは、.α一τocのみが他の非一α一Toc同族体含量

より著 しく高かった(図1-a)。 主要な臓器の うちでも肝臓 と肺臓中のτoc同

族体含量にっいては、静注後15時 間 までは差は見 られなかった。 しか し、24時

間 目以降は肝臓では血清と同様に α一〉β一〉γ一〉δ一τocと生理活性の順にな

ったが肺臓では α一Tocのみが増加 し、反対に β。とδ一τocは減少 した(図1-b)。

蓄積脂肪組織中のTOC同 族体含量は、β一丁OCは減少 したが、 α一、γ。、δ一

TocはToc同 族体間では差が見 られ なかった。精巣では静脈注射後、短時間に、
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α一Toc含量 は有意 に高値 を示 し、赤血球中のτoc同族体の動態 と類似 していた

(図1℃)。Toc同 族休は臓器によって取込は異な り、臓器特異性が認め られ

た。 τoc同族体静注後の経時的体内動向 ・分布 は、血清中では短時間内に、α一

〉β一〉γ一〉δ一Tocと生理活性の順 になった。主要臓器中のτ㏄同族体含量は、

72時 間後に血清中 と同様 に生理活性の順 とな った。赤血球 と生殖器官では、静

注後短時間 にα一Toc含量は有意 に高値を示 し、臓器特異性が認め られた。 今

回の実験では消化管を介せずに静注後のToc同 族体の動態を調べたが、血清 と

主要な臓器ではτoc同族体間で生理活性に差が生 じる理由を十分に明 らかにす

ることはできなかった。そこで、ラッ トの体重の大部分 を占めているカーカス

中のτoc同族体 については不明であることか ら、これらにっいての検討の必要

性が示唆された。

第ll節 丁OC同族体静脈注射後 ラッ ト総体内中のτOC同族体の経日的変化

Toc同 族体の体内分布の研究は、主要な臓器について調べられているが、動

物総体内の分布 を検討 した研究は見あた らない。非一α一Tocの生理活性の低 い

理由については、非一α一τocはα一Tocよ り代謝回転が速いこと、血清や主要な

臓器中の含量が低 いことが主な理由と考 えられている。 しか し、τoc同族体間

の生理活性比を説明するには十分 でないため、総生体の大部分を占めるカーカ

ス中のToc同 族体の挙動を調べることを目的とした。

E欠 乏ラッ トにα一、β一、γ一、δ一の4τoc同 族体等量混合物を体重1kg当 た

り30面gを頸静脈 に注射 し、Toc同 族体の生体内での挙動 について経 日的に調べ

た。4Toc同 族体等量混合物投与後の ラッ ト血漿中の β一、γ一、δ一Toc体含量

は投与後3日 目では、それぞれα一Toc含量の18%,3.4%と0.7%と 低値を示 し、

この傾向はmE旧 でも同様であった。肝臓 を含む主要な臓器中のτoc同族体の

動向は、血漿中のToc同 族体 と同様に、τoc投与3日 目ではα一〉β一〉γ一〉δ一

Tocの 順であり、10日 目でも この順は変 らなか った(表2)。

蓄積脂肪組織中のτoc同族体含量においては、実験開始時のE欠 乏 ラッ トで

もわずかα一Toc含量が検出された。非一α一τoc含量、特にδ一Toc含量は上述の

臓器に比 して高かった。主要な臓器内に保有 されたα一,β 一,γ 一,δ 一丁OC含

量は、それぞれ投与量の12.7%,3.7%,1.1%,0.4%で あった。4τoc同 族

体等量混合物投与10日 目のカーカス中のβ一,γ 一,δ 一Toc含量は、いずれもα一

Toc含 量のほぼ60～70%保 有 されてお り、カーカス中の非一α一Tocの含量は、上

述の臓器ほ どに同族体間で明瞭な差は認め られなかった(表2)。

血漿および主要な臓器中のToc同 族体の経 日的変化 はすでにToc投 与3日 目
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では α一〉β一〉γ一〉 δ一Tocの 順 とな っ た。 しか し、 カーカス中 にお けるToc同

族 体含量 の 経 日的変 化 はToc同 族体投与10日 自では β一,γ 一,δ 一τoc含量 は α一

Toc含 量 の ほぼ60～70%保 有 され て お り、血 漿 および 主要 な臓器 に比 して非一α一

Tocの 含 量 は高 い割 合 で分布 して いるこ とが 認め〕られ た。 総生体 内のToc同 族

体 含量 の うちカ ーカ ス中 に存在 して い る α一,β一,γ一,δ一Tocの含量 比 はそれ ぞ

れ78%,90%,95%,99%で あ り、カ ーカス中 に高 い割 合 で分布 してお り、特

に非一α一Tocの 分布 率 は高 か った。 また 、総 生体 中の含 量 に対 する カ ーカス中

の非一α一τoc含量 に対す る比 は10～30%高 値 で あった 。 総生体 内の値 を実験 開

始 時の値(0日 目、E欠 乏 ラッ ト中 のτoc含量)を 差 し引 いたnetの 値 で見 る と、

4τoc同 族体 の含 量は投与後3日 以降 の変化 は少 な く、 α一〉β一〉γ一〉 δ一Toc

含量 の順 は変 らなか った。

第IV章Toc同 族体の生体外への排泄

第1節 胆汁中への遊離のToc同 族体の排泄

通常の食事中にはγ一Tocはα一τocより多 く含 まれてるにもかかわ らず、血漿

中のγ一丁OCのレベルは低い。体内にα一τOCが優先的に保有されている理由と し

て、肝臓で α一Tocとγ一Tocが識別 され 、胆汁中 にγ一了ocが排泄されるという報

告がある。この点を明 らかにする目的で、E欠 乏ラッ トに胆汁を体外に排出す

るように力ニュ レーシヨンを施 し、α一、β一、γ一、δ一の4τoc同 族体等量混

合物を体重1kg当 た り100mgを 静脈注射 し、胆汁中に排泄 される未変化体のToc

同族体 を経時的に調べた。

胆汁中のToc同 族体含量は、採取 した どの時間でもまた、6時 間までの総胆

汁中の含量 でもα一〉β一》γ一》δイocの 順であり、上述の報告と異なるもの

であった(図2)。

第ll節 尿中および糞中への遊離のToc同 族体の排泄

尿 および糞中へのToc同 族体の排泄の研究は、投与 したTocの 代謝の収支 を考

える上で重要である。ヒ トについては病的に尿中にEが 排泄されることが報告

されている。ラッ トについて中村 らはラベル したα一とδ一Toc投与 し、 糞中に

排泄される α一とδ一τocの代謝物はそれ ぞれ約20%と 約20%で あり、一方 、尿

中に排泄 される代謝物 はそれぞれ約30%と 約50%で あること報告 している。3

日間の総排泄 はそれぞれ投与量の約50%と 約70%で あ り、量的にδ一Tocの代謝
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物が多いことから、δ一Tocの代謝 回転が α一τocのそれより速いことを示唆 して

いる。しか し、投与 したTocは 必ず しも代謝物としてのみ排泄されるとは限 ら

ず、未変化体として排泄 される可能性も考え られる。 しか し、τoc同旗体 は明

らかにされていない。そのため、E欠 乏ラッ トにα一、β一、γ一、δ一の4Toc

同族体等量混合物を休重100g当 た り10mgを 頚静脈に注射 し、Toc同 族体の排泄

について経時的に調べることに した。

尿中には未変化体 と しての各Toc同 族体が投与量の0.5%以 下が排泄 されたが

その含量 はToc同 族体間で有意な差は見 られなかった(表3)。 また、糞中に

おいても未変化体 として排泄される各Toc同 族体含量は投与鐙の約2%で 、尿

中で見 られた結果 と同 じ傾向を示 した。 尿および糞中に排泄 されるToc代 謝物

を測定 した中村 らの結果 と本結果 を比較すると未変化体 と して排泄 されるτOC

同族体 は少量であることか ら、生理活性の差は体内で代謝回転の差が大きいこ

とが示唆された。投与 したToc同 族体の総収支を考 えるため、中村 らの結果 と

本研究結果 を考え併せると、投与 したTocか ら排泄 されたTocを 差 し引いた残 り

の了ocは生体内に保有されたか または呼気や皮脂等か ら排泄 されること推測さ

れる。この案験で得 られたα一Tocとδ一Toc同族体の これ らの値はそれぞれ47.6

%と37.9%で 、第111章、第11節 で認め られた静注後3日 目にカーカス ・主要な

臓器中保有 されたToc同 族体の値 とほぼ 一致 してお り、大部分が生体内に保有

され、一部が呼気や皮脂等か ら排泄 されたもの と推測 された。

第V章 生体内Toc同族体含量とその効力

第1節invltroに よるToc同 族体 の効 力の比較

研究に先駆け、ジアルル酸溶血試験でToc同 族体の生理活性比を比較 した結

果 、明 らか に生理活性に差が認め られた。一方、Scottら は、生体内にToc同 族

体が同量存在 した場合は、その生理活性には差がないとしている。そこで、E

欠乏ラッ トの脂肪組織homogenateにToc同 族体 を同量添加 し、化学発光物質(以

下CLと 略す)と チオバル ピー・ソール酸反応物質(以 下TBARS)と 略す)の 過酸化

脂質生成 を指標 としてinvltrOで 検討 した。

過酸化脂質生成の指標 をCtと した場合、δ一τocの抗酸化効力は煽vitroで 脂

肪組織 にToc同 族体を同量添加 し比較 した場合でも、α一〉δ一Tocであり、従来

報告 されている生理活性比の差 は単に量的の問題ではな いことが示唆された。
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第ll節1nvivOに よるTOC同 族 体の効 力の 比較

E欠 乏ラッ トにコーン油 または魚油を油脂源と して、 α。とδ一Tocを5ま た

は50mg含 む飼料で飼育 し、過酸化脂質の生成指標をτBARSとCしで比較 した。ラ

ット肝臓や精巣などの主要臓器中のToc同族俳含量は・前回の実験結果と良く
一致 していた。d-Tocと δ一τoc含量がほぼ同量である脂肪組織について、過酸

化脂質生成 をT8ARSとCLの 両指標 で比較 しても δ一τocの抗酸化効力はα一Tocに

比 して弱 く、生体内での生理活性の強 さは異なる指標でもinvitroで 示された

結果 と同様 であ り(図3)、 活性の強 さの違いは量的なものからくる差ではな

く質的な差 すなわち、本研究では脂質過酸化ラジカルや一重項酸素などの消去

活性の強さな どが関与 していることが示唆された。

第Vl章Toc同 族体間の相互転換

第1節E欠 乏 ラ ッ トにお ける δ一τocか ら α一Tocへ の転換

動物体内ではTocの 合成ができないとされているが、d1-metMtoco1か らtri-

methyltoco1へ の トランスメチル化反応の可能性 は考えられる。この点 に関 し

て、Watanabeら は体内で トランスメチル化反応が起 ること報告 しているが、一 ・

方、E㎜e1、Chatterton、0加 やSc㎞andkeら は転換 を否定 しており見解は一致

していない。この分野での研究は長年軽視されてきたが 、最近、Elmadfaら は

ラッ トで γ一Tocからα一Tocへ転換の可能性を報告 した。E欠 乏雌妊娠うッ トに

E欠 乏飼料 、α一τocおよび δ一τocを含む飼料 で飼育 し、前章に準 じて動物体内

のToc同 族体の含量測定を行 った。

δ一τocを含 む飼料で飼育 したラツ トの肝臓および胎盤中の α一Toc含量 はE

欠乏飼料で飼育 したラッ トの臓器 中の α一Toc含量より高かった。この高値 を示

したことは トランスメチル化反応 によってδ一τOCからα一丁OCへの転換の可能性

を示唆 しているものと思われる。

第ll節E欠 乏 マ ウス にお けるd-4-14C一 δ一Tocか ら α一Tocへ の転換

前 節 の トランスメチ ル化反 応の 可能性 を検 討 する ため 、1℃ でラベ ル化 した

δ一Tocをddy系 雄 マ ウス にd-4-14C一 δ一τocを尾静 脈 か ら投与 し、15時 間後 脂肪

組織中 のToc同 族 体 をオ ー トラジオ クロ マ トグラ フィで検討 した。その結果 、

E欠 乏 マ ウ スに δ一Tocの み を注射 した にもか かわ らず、 δ一Tocの他 に α一Tocの
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位置に該当する小 さいスポ ッ トが認められ(図4)、 極 わずかな割合であるが、

δ一丁OCからβ一丁OCまたはγ一τOCを介 して トランスメチル化が行われ、 α一τOCへ

転換する可能性を示唆 しているもの と考 えられる(図5)。

第w章 総合的考察

E欠 乏ラッ トにα一,β 一,γ 一,δ 一の4Toc同 族体等量混合物を投与 し、

吸収率を2種 類の方法で検討 したが差がないことが明 らかになった。 しか し、

τoc同族体間で吸収率 には差が見 られなかったにもかかわ らず、主要な臓器中

のα一と非一α一τOC同族体含量 に差が生 じた。臓器中のτOC含量も臓器特異性は

あるものの概 して、 α一〉β一〉γ一〉δ一Tocと生理活性の強さの順に検出され、

経時的 ・経 日的にこの傾向 は顕著 になった。これらのことか ら、α一Tocと非一

α一Toc同族体では生体内での代 ・回転速度が異なり、生理活性の強さが生 じる

一因になっていると考 えらる。また、主要な臓器中の α。と非一α町oc同 族体の

含量 と糞 ・尿、胆汁を介 して消化管への排泄の検討を試みたが、生体内の代謝

回転速度だけでは生理活性比の違 いは十分に説明がつかない。そこで、動物の

総生体内のToc同 族体分布を検討 した結果、主要な臓器中に保有されているα一,

β一,γ 一,δ 一Toc含量 はそれぞれ投与量の12.7%,3.7%,1.1%,0.4%で あ

った。一方、3日 目のカーカス中のそれ らはそれぞれ53%,34%,29%,33%

であった。カーカス中の非一α一τocの含量は、上述の主要臓器中と異な り、4

τoc同族体間で明瞭な差は認め られなかった。 しか し、臓器中にほぼ同 じ含量

のτOCが存在 している場合で も、脂肪組織の実験か らδ一τOCの抗酸化力はα一

Tocに 比 して著 しく弱いことが明 らかにな り、生理活性の強さの違いは量的な

ものか らくる差だけではな く、ラジカル消去活性の強 さなどが関与 しているこ

とが示唆された。また、臓器に特異性が見 られることか ら、τoc同族体の分布

・局在性の違い
、主要臓器か らの動員 しやすいAvailableなEと 脂肪組織な

どか らの動員 しがたいUnavailableなEの 存在に起因 していることも考えられ

る。さらに極一部であるが、生体 内で トランスメチル化が行われ(図5)、 非一

α一Tocからα一Tocへ転換する可能性が示唆された。すなわち、τoc同族体の生

理活性比の生 じる理由として、吸収後、生体内での分布 ・局在性の違い、主要

な臓器か らの動員 しやすさ、代謝 回転速度の違い、 トランスメチル化、ラジカ

ル消去活性の強さの違 いなどに起因 し、これ らが総合的に作用することによっ

て恥c同 族体が生体内で生理活性の強 さに差が生 じるもの と考えらる(図6)。
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第刷II章 結論

α一、β一、 γ一、δ一の4τoc同 族体について生体 内動態を明 らかにすること

を目的としてE欠 乏動物を用いて実験を行い、以下のことが明らかになった。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

4Toc同 族体の生理活性比 に差が生 じることが再確認された。

吸収率はToc同 族体間で差は認め られなかった。

吸収後のToc同 族体の動態は、血清中では短時間で生理活性の順 となった。

臓器中 においては、時間の経過に伴い生理活性の強さの順となり、Toc同

族体間 で代謝回転速度 に違いが生 じた。

カーカス中のβ一,γ 一,δ 一Toc含量はそれぞれ α一Toc含量のほぼ60～70%

保有されており、主要な臓器 に比 して、高い割合で分布 していた。

胆汁中 に排泄されるToc同 族体含量 は、生理活性比の強 さを反映 していた。

4丁oc同 族体等量混合物 を静注 および経口で投与後、尿および糞中へのT㏄

同族体の収支を検討 した結果 、尿および糞中への未変化体の排泄量はToc

同族体間で差は見 られなかった。

invitrOお よび量nvivOでTOC同 族体を臓器にほぼ同 じ含量添加 した場合

でも、δ一丁OCの抗酸化力はα一Tocに比 して弱 く、生理活性の強さはラジカ

ル消去活性の強さによるもの と考えられる。また、4Toc同 族体の分布に

は臓器特異性が見 られた。、

ラベル化 したδ。Tocを用 いて生体内で、dま たはd1-4-14C一 δ一Tocからα一

Tocへ の転換 を検討 した結果、僅かではあるが 、生体内でToc同 族体間で転

換の可能性が示唆された。

臓器内分布 ・局在性の違 いや動員 しやすさ、代謝回転速度の違い、 トラン

スメチル化、ラジカル消去活性の強さが起因 し、それ らが総合的に働いて

Toc同 族体の生理活性比 に差が生 じるものと考えられる。

Tablellymphaticabsorptionoftocopherols

on「atsuiththoraciclymphcanuulafor

teahoursafteradministrationof

tocopherolho爾010gues

(%)

Tocopherol しo騨1eve1(3)電Highleve1(2)
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7.49ｱ3:34

*Parenthesisisratnumbers.

一303一



80

60

40

20

ρ
訳

}

ζ2

ご

⑭
8

8

り

一
ε

①
名

oゆ
ε

Serum

"＼

Q-IOC

!、!＼

1.:.'・..γ 一1・c.
1、 、
ロ くヒ

躯'ぺご饗c
δ 一10C

汐端

(hr)

0

0

0

0

8

6

4

り{

.(
択

}
c
ε

ご

㈲
0
2
δ
〇

一〇
」
0
4
U
o
u
o
」

03697524

Erythrocytes

!＼_幽. .

0361-0

p-Toc

.蜂:{::
4
δ

2
仙

figuret-aChancesoftocopfiero{compositionin

serumanderythrocytesofratsafterintravenous

ad冊inistrat竜d"

0

0

0

6

4

2

{
訳

り
`
o
コ

一.①
o
o
彫
0
0

一〇
し
o
`
o
o
o
o
一

Liver

0.

一 一.

a-Toc

ρ__騨 一〆 一一一4)

(3-Toc.

、

、

、 ア藺loc

㌧一あ認一

06

〔
択
U

40

α
O
ρ"
一鱒
O
O
ε
o
O

一〇
」
o
`
O
o
o
O
↑

03691524 2
d

7

"

r

Lung

㎡/

〆'・ 、.竺

、
、

＼'岬 『恥。.

、藩'ヤ
036915

s__7224

(Ar)

Figuret-bChangesoftocopherolcompositionin

liverandlungofratsafterintravenous

administration

60

0

0

4

2

(
沢

)
信
o
コ

,碗
o
o
5
0
0

一〇
」
o
`
巳
8

0
ト

Retroperitonumfatpad

T-Toc

80

ま

}
60

s

…

8
亀

ン 壁δ一τ・ご.§.40

ンノ α 一bC

承
!、.、

Pσ 〆'犠 ・ミ て06
隔o.

__..._

20

{
o
」
憩
亀0
8
ト

03697524 2
d

7
頓

Testis

一■くし
'

B「げ'b
ρ噸 鴨

!
a-Toc

0369t524

γ一loc
へも

一鋼 β臨煙
2
n

7
仙

F董gurelrbC鮭ange雰oftOco凶brも1c㎝Position .in

testisandretroperitonuafatpadofratsafter

intravenousadministration

一304一



Table2Ti.ecourseoftocopheroldistributloninrhale

bodyofratafterintravenousad.inistrationof

tocopheralho.ologue

(usl

Ti.e(dayl a-Toc Q-Toc r-Toc d-Toc

Plas鱈 ゴ

a

3

5

10

Tissuesand

a

3

5

io

Carcass

0

9
尋

【
」

01

2.3

125

91.1

1.04

0rgans

69.7

730

826

soy

246

2360

2037

2196

0.0

22.5

12.6

26.0

3.8

196

137

18B

9.9

159了

2059

1418

0

9
L
O

3

.

■

●

■

0

」
マ

0

【0

10」

67.6

66.5

64.5

35.3

1182

1384

1297

2

nO

O

O

●

・

.

.

0
.0

0

0

0.4

19.3

27.4

18.7

0.3

1711

1956

量586

Mholebody

0

3

5

01

318

3215

2954

2904

13.7

1816

220s

1632

46.0

1554

1451

1367

0.8

1731

1983

1605

sCalculatedby7XofratbodyHeight.

20

(
」
`
～
、
切
㌶

》

01

ρ
o
」
①
4
二
〇
〇
〇
ド

あ

.

い

、

、

、

、

、、

、、

嘲國

、

、

、

、、

、

、

、

、.、、、

!

■

κ

.

,

}

講糖響婚◇轡替㌔騨響ぜ
0^'2 2～4

30

02

(
」
4
0
、
O
気

》

01

一
〇
」
①
`
α
o
o
o
h

4^一6(hr)

口

,

口

6噸劇

Figure2 Timecourseoftocopherolcontentsofbilejuice
ofratafteradministrationoftocopherolhomolosue

一305一



Table3 Timecourseoftocopherolcontentsinurineof

administrationoftocopheroThomologues

(

ratafter

us)

Ti田e(hbur) a-Toc Q-Toc r-Toc δ 一下oc

Start

O～27

2751

51^一99

0.19ｱ0.11

i.45ｱ0.82

1.61ｱ1.24

5.28ｱ3.78

0.40ｱ0.23

tr亀

0.21ｱ0.33

tf

0.39ｱ0.25

1.45ｱ0.68

1.44±1.0了

2.62ｱ3.05

0.08ｱ0.18

1.SZｱ0.78

0.31ｱ0.45

tr

零tr冊eans.tr註Ce.

Che口 置置{∫国inesce「1ce{coくmts!翼Osec}

5001000

Epididymalfatoad

1

雪

Com一 α一5

Fish-a-5

fish-a-SO

Corn-6-5

Fis軸{δ 一5

日sh哨 δ一50

Chemiluminescence(counts/IOsec)

5001DOO

一

響

. .
飛etroper竜tone㎝

.

.

一
囁

一fatpad

ー

-

(root

__.,._.__a-Toc

.一 直 一.一 一 ・..δ 一 τOC

`

..匡

●
■
}

1

田
■
11

5

.O
「
.㍗..
.

Corn-a-5

F奄sh噛 α 一5

Fish-a-50

Comり δ 一5

Fish-6-S

Fish-d-50

Fi騨 ・e3㎝ 副 油esc・ ・副 り㎏厭 野.・∬.1・di…etissue5 ..
ofratfed.a-ord-toconhcroldiet

る.....ba.se

『...軋

FigurelThinlayerChro.atogra.ofRatAdiposeTiswes

.afterAd.inistrationofd一/一"C-6-Tocovherol

τ㏄o廿i㎝01口t扁ay

.C眺COO詫,

OH

/

i
＼

側

TowpherolpatMay

Ho.ogentisicacid

β一冨oooしr5e髄017一 τ㏄otr5●r◎1・ 一一一→ β一10●oρ㎏ro馨

./

,'ノ'

w
δ一Ioooレ5冒 ●●,

》 ＼㌔
・・白＼/眺

a-locolr{enol

＼
、
、
、
、、

δ騨70CO画●ro唇

》 ＼一
7一1◎60ph解 ●1

へ_ノ 偽

li釧G59io5γnこ 』aUoPath曽870σ 写㏄OP晩rO138醐10cotrieoO13

一306一



面 δ
Stmotach

Lymph

Portalsyst
em

Sm甜l
estin一

α飾

Hea詫 、

嚢

β轡

αβγδ一r』

Chylomicrons

aR7s

Brain

李
璽

・
、 駄ungl

、 、 口

＼ふ †

＼

㊥

蜜
'

'

O
Fattyacid

、

Remnant、

翫E褐
VLDL

'
'
,▽

LargeIntestine

㊥ 、

aRrs

肺
,
,
▼
㊥

L

　興
Spleen

馬 亀
噂 亀

曹q
噂 臼陶、

、 馬

、

Reproductive
organs

α βや

Kidney

apys

aM8

OCβ価

anys

O伽 δM
Feces Urine

奮A惚 器
1

1

1

1

1

喜

α βγδ

Carcass

Proposedschemeforthetransportoftocopheroihomologue

一307一



審 査 結 果 の 要 旨

天 然 に は ビ タ ミソE(以 下Eと 略 す)作 用 の あ る もの は8種 類 存 在 す る。 な か で も生 体 内 で 最

も生 物 学 的 効 果 を 持 つ もの は α一 トコ フ ェ ロ ール(以 下 α一Tocと 略 す)と され て お り,生 体 内動

態 が か な り明 らか に され て い る。 しか し,α 一Toc以 外 の 同族 体 に つ い て の研 究 は少 な い。本 研 究

は,Toc同 族 体 の 吸収,体 内輸 送 ・分 布 お よび 代謝 を 明 らか にす る こ とを 目的 と して行 わ れ た も

ので あ る。

以 下 に そ の概 要 を示 す 。

(1)Toc同 族 体 の 吸収 率 の違 い をE欠 乏 ラ ヅ トを 用 い て,バ ラ ン ス 法 と胸 管 リン パ カ ニ ュ レー

シ ョン法 の2種 類 の試 験 法 で 比較 検 討 した。 そ の結 果,吸 収 率 はToc同 族 体 間 で差 は認 め られ な

か った 。

(2)生理 活性 比 の差 は非 一α 一Tocの 臓 器 の 保 持 能 力 が 低 い こ とが原 因 で あ る と い う報 告 も あ る

こ とか ら,吸 収 後 のToc同 族体 の生 体 内動 態 につ い て調 べ るた め,4Toc同 族 体 を ラ ヅ ト頸 静 脈

に 注 射 し,Toc同 族 体 の 動態 を検 討 した。 そ の結 果,吸 収 後 のToc同 族 体 の動 態 は,血 清 中 で は

短時 間 で これ まで 言 わ れ て い る生 理 活 性 の順 とな った 。 臓 器 中 に お い て は,時 間 の経 過 に伴 い生

理活 性 の強 さ の順 とな り,Toc同 族 体 間 で代 謝 回転 速 度 に 違 い が 生 じて い る こ とが 分 か った 。

(3)屠体 中 の β一,γ 一,δ 一Toc含 量1まそ れ ぞ れ α一Toc含 量 の ほぼ60-70%保 有 され て お り,主

要 な臓 器 に比 して,高 し.・割 合 で 分布 して いた 。 また,胆 汁 中 に 排 泄 され るToc同 族 体 含 量 は,生

理活 性 比 の強 さを 反 映 して い た。4Toc伺 族 体 等 量 混 合 物 を 静 注 お よび経 口で投 与 後,尿 お よび

糞 中 へ のToc同 族 体 間 で差 は見 られ なか った 。

(4)lnvitroお よびinvivoで,Toc同 族 体 を 臓 器 に ほ ぼ 同 じ含 量 添 加 した 場 合 で も,δ 一Tocの 抗

酸化 力 は α一Tocに 比 して弱 く,生 理 活 性 の 強 さは ラ ジカ ル消 去 活 性 の 強 さに よ る も の と考 え ら

れ る。 ま た,4Toc同 族 体 の分 布 に は臓 器 特 異 性 が 見 られ た 。

(5)ラベ ル化 した δ一Tocを 用 いて 生 体 内で,dま た はdM-14C一 δ一Tocか ら α 一Tocへ の 転 換 を

検 討 した 結 果,僅 か で は あ るが,生 体 内 でToc同 族 体 間 で 転 換 の 可能 性 が 示 唆 され た 。

これ らの成 果 を 踏 まえ,「 臓 器 内 分布 ・局 在性 の違 いや 動 員 しや す さ,代 謝 回 転 速 度 の 違 い,ト

ラ ンス メ チル 化,ラ ジ カル 消去 活 性 の強 さが 総 合 的 に 働 い てToc同 族 体 の生 理 活 性 比 に 差 が 生 じ

るも の と考 え られ る」 と結 論 して い る。

以 上 の よ うに,本 論 文 は ビ タ ミンEに つ い て 最 も謎 と され て い る部 分 に 研 究 を い どみ,価 値 の

あ る成 果 を え て お り,栄 養 学 の進 展 に寄 与 す る と ころが 多 い 。 よ って著 者 は博 士(農 学)の 学 位

を 授 与 され る充 分 な資 格 が あ る と判 定 した。
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